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世界各都市では渋滞への対策としてナンバープレートに基づく運転規制を実施している．そこで，本研

究ではウランバートル市におけるナンバープレートに基づく運転規制による交通行動への影響を明らかに

することを目的とする．独自取得された行動データをもとに交通ネットワークへの影響に関する集計分析

を行い，ナンバープレートによる走行規制の改善案を提案する． 
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1. はじめに 
 
(1) 研究の背景 
モンゴル国の首都であるウランバートル市（以下，

UB 市）は，交通需要の増大とともに慢性的な交通渋滞

が発生している．対策として，道路，公共交通機関など

のハード面での施設整備が進められているが，長い時間

や多額の費用を要することから，整備が交通需要の伸び

に追いつかないのが現状である．そのため，この状況に

おいて交通利便性を確保するためには，限られた交通施

設を有効に運用してゆく交通需要マネジメント（以下

TDM：Transportation Demand Management）の考え方が必要

となってくる．  
ウランバートル市では，2011 年度より TDM 施策とし

て自動車ナンバープレートに基づいた都心流入規制（以

下,NP 規制）を行っている．これはナンバープレートの

番号に基づいて，特定の時間帯と特定の道路に車両を制

限することで，交通需要を分散させ，結果として道路交

通混雑の緩和を目的とした施策である．関連する施策と

してロードプライシングがあげられるが，NP 規制では

経済的インセンティブによる行動選択をさせていない． 
UB 市の NP 規制のように，TDM 施策によって交通需

要の分散を目指す場合，その受け皿を用意して，個人の

移動満足度を犠牲にしない仕組みを構築することが求め

られる.しかし，NP 規制が人々の交通行動にどのような

影響を与えているのかに関して十分に理解されていない

ため，NP 規制により自家用車を利用できない状況に対

してどういった具体的な施策が望ましいのかといった議

論の余地があると考えられる． 
 このような課題の理由の一つに現状の交通行動調査 
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において，規制日の移動者の交通手段選択の実態を適切

に把握することが難しいということが挙げられる.   
 以上の背景から，本研究では NP 規制による交通行動

への影響，様々なインセンティブ供与を設定した仮想条

件に対する交通行動の転換意向を明らかにするために，

独自の交通行動調査と選好意識(SP)調査を実施し，選好

の分析を通して，それらの効果に関して検討を行うこと

とする. 
 
(2) 既往研究の整理 

NP 規制は，その他の TDM 施策と比較して導入コス

トが低い，社会的受容性が高いことから開発途上国の都

市において多く行われてきており，各事例に研究の蓄積

が見られる． 
北京では 2008年度のオリンピック実施期間中にNP規

制を実施しており、交通渋滞の緩和に効果的であったと

して、現在でも継続している。Li ら(2016) 1)は、2008年度

の北京オリンピック期間中に 50％以上の車両の通行を

制限した結果、交通量は 20〜40％の減少し、走行速度

は 10〜20％ほど上昇していたとして、短期的な混雑緩

和に NP 規制が効果的であったことを明らかにしている。

一方で、Wang ら(2013) 2)はオリンピック後に実施された

NP 規制が効果を発揮したわけではないと論じている。

長期的には、市民はナンバープレートを覆うなどの違反

行為や、友人から車を借りたりするなど、別の方法で規

制を回避しており，自動車利用者が公共交通機関の利用

に乗り換えることはほとんどなかったと指摘している．

そして，Eskeland ら(1997) 3)は，メキシコシティ市におい

て一部の世帯が 2台目の自動車を購入し，1台目と規制

日が重ならないようにナンバープレートを入手し、NP
規制を回避するため，長期的な NP 規制は効果的ではな

かったと指摘している．またDineshら(2017) 4)は，デリー

市において，50%の車両に対しての規制を分析しており，

バイクや三輪タクシーの増加が確認され，平均旅行速度

が 9%ほど改善しているが、交通量の約 3割が規制対象

となっていた車両であり違反車であったことを明らかに

している． 
自家用車の利用を強制的に制限する NP 規制は，都市

交通の円滑性を確保する上で一定の効果を発揮している

が，規制を回避する人々が増えている状況を鑑みると，

個人の移動満足度を犠牲にしない仕組みづくりにおいて

は課題が残されていると考えられる．その根本的な理由

として，経済的インセンティブによる行動選択をさせて

いない事が考えられる．そのため，自家用車の利用を制

限された人々に対して，規制を遵守することに対するイ

ンセンティブを設けること，公共交通の利用を促進する

割引，規制を認める通行許可の価格設定，相乗り車両へ

の規制緩和など個人の負担を極力抑えつつ，施策効果を

損なわない，その他の選択肢を検討することが必要であ

ると考えられる． 
 
2. 対象地について  

 
 本研究の対象地はウランバートル市である．ウランバ

ートル市の NP規制は，2011年度より行われており，平

日の午前８時から午後８時まで規制が行われている． 
 
 おわりに 

 
現在，調査票の設計を行っている段階である 
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